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シンチレータは放射線を瞬時に低エネルギー光子に変換する物質であり、光検出器と組み合

わせることにより放射線検出が可能となる。そのため、医療・セキュリティ・ 宇宙開発等の幅

広い分野に利用されている。シンチレータに求められる特性の一つとして低い残光特性が挙げ

られる。しかし、広く実用化されている CsI:Tl や NaI:Tl においても高い残光特性を示すことが

知られている。これまで CsI:Tlの残光特性を向上させるために、Sb, Bi, Sm, Yb などのイオンを

共添加することにより残光を抑制可能であることが報告されている [1-4]。前回の検討では

RbI:Tlが高い残光レベルを示しており [5]、RbI:Tl に Sb, Bi, Sm, Ybを共添加することで CsITl

と同様に残光の抑制ならびに発光量の向上が達成できるのではないかと考え、サンプル作製な

らびに評価を行った。 

Fig. 1に X線誘起シンチレーションスペクトルを示す。すべてのサンプルにおいて~420 nmに

ピークを観測し、このピークは Tl+の 3P1→1S0遷移に由来すると考えられる [6]。Bi のみピーク

形状が少し異なり、サンプルの着色が確認されたため、自己吸収が起こっていると考えられる。

Fig. 2に X線を 2 ms照射した際の残光曲線を示す。残光の大きさは Sb<Bi<None<Sm<Ybの順と

なり、Sbと Bi を共添加することにより残光を抑制されることが明らかになった。これは Sb と

Biを共添加することにより、残光に関わる内在的な欠陥が減少したと考えられる。本発表では、

蛍光特性とさらに詳細な放射線照射時の発光特性を評価したので報告する。 
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Fig. 1 Scintillation spectra of singly-doped and co-doped 

RbI:Tl single crystals under X-ray irradiation. 

Fig. 2 Afterglow curves of singly-doped and co-doped RbI:Tl 

single crystals under X-ray irradiation. 
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